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研究成果の概要（和文）：　河川生活期におけるニホンウナギの生態的特性を解明するため、バイオテレメトリ
ー法による宮崎県美郷町の半自然池での行動実験と静岡県伊東市宇佐美3河川における生態調査の解析を行っ
た。その結果から、黄ウナギのみならず、シラスやクロコまでもが、春から夏までの水温が上昇する期間に活動
度を上げ、個々の肥満度を増し、成長することが明らかとなった。また、各個体はそれぞれ独自の時空間を持っ
た。以上の結果は、本種の河川生活期における生態的な一つの共通性であると考えた。さらに、河川間で密度、
体サイズ、性比に偏りが確認できた。これらは、河川環境および個体間の競争により生じ、本種の生態的可塑性
を示すものと考えた。

研究成果の概要（英文）：Daily and seasonal behavior of Japanese eels, Anguilla japonica, were 
analyzed using acoustic biotelemetry within a semi-natural experimental pond in Miyazaki Prefecture,
 and field surveys were conducted in 3 small rivers in Shizuoka Prefecture in order to evaluate 
their ecology in freshwater habitats. Yellow eels, elvers and glass eels were mainly active from 
spring to summer when the water temperature was rising and when they had higher growth and condition
 factor. Each eel in the semi-natural experimental pond displayed various distinctive spatial and 
temporal individual behaviors among different months. The spring to summer growth period, behavioral
 individuality, and competitive interactions are likely ecological characteristics of Japanese eels.
 Differences in density, body size and sex ratio were also found between 2 of the small rivers. 
These observations show the ecological plasticity of Japanese eels that are caused by the river 
environments and competition among individuals.

研究分野：魚類生態学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　黄ウナギの生態学的研究のみならず、その成果を踏まえ、河川環境の修復や改善を視野に入れたことは初の試
みである。本研究から得られた成果は本種のみならず、水圏生物、特に海と川を行き来する通し回遊性生物の保
全、持続的利用、資源管理に関する研究の好モデルとなると考える。また、本研究で得られた成果を学生、消費
者および一般市民へ伝えるボトムアップの保全活動は教育的・啓発的な意義を持つ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。
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１．研究開始当初の背景 

 ニホンウナギ(Anguilla japonica)は海で産卵し、河川で成長する降河回遊魚である。その生活史

の中で、産卵場である外洋から成育場である河川への往復に要する時間(約 1年)より、成育場で

過ごす時間は格段に長い。本種の成育場である河川は、我々にとって身近な場所である。それに

もかかわらず、日本の河川における本種の生態学的研究は、今までほとんど行われていないのが

現状である。 

 

 

２．研究の目的 

 約 6000 km の大回遊を行うニホンウナギの保全と資源管理は、本種の生態解明という基礎的

課題の解決なくしてありえない。本研究は、大回遊を行うニホンウナギの生活史の中で唯一の

定住期であり、また、成長の時期である河川生活期における黄ウナギの生態に着目する。特

に、生息環境の選択、年間を通じた行動特性、成長を明らかにする。また、得られた成果を広

く社会へ訴えかけ、消費者や一般市民のニホンウナギの消費と保全に対する意識改革を図り、

さらには本種の資源管理と河川環境の修復に関する方策へ繋げることも狙いとしている。 

 

 

３．研究の方法 

(1) バイオテレメトリー法による半自然池での行動実験： 宮崎県美郷町の「国際うなぎラ

ボ」に設置されている半自然池に超音波受信機(5台)を設置し、小型加速度データロガーを装着

した 12個体のニホンウナギを放流し、昼夜の活動および季節性を明らかにする。 

 

(2) 静岡県伊東市宇佐美 3河川における黄ウナギの生態： 護岸条件が異なる烏川、伊東仲

川、伊東宮川にて、静岡県水試により得られた 3年間のデータ(2013〜2015年)を用いて、①シ

ラスウナギで河川に加入してからクロコや黄ウナギになるまでの河川内での移動と分布、②黄

ウナギの年間の活動変化、および③放流魚と天然魚の成長の違いを明らかにする。 

 

(3) まとめ： 以上の成果を取りまとめ、ニホンウナギの河川生活期における生態を把握す

る。また、成果を本種の保全と資源管理に役立て、河川整備へと繋げる方策を見いだす。 

 

(4) アウトリーチ活動： 小中学校・高校への出前授業や一般市民向けのサイエンスカフェを

積極的に行い、ニホンウナギの生態を紹介することを通じて、水圏環境の保全と修復の重要性

を訴え、さらには本種に対する消費の意識改革を図る。 

 

 

４．研究成果 

(1) バイオテレメトリー法による半自然池での行動実験： 宮崎県耳川にて鰻筒により 2015年

6月と 8月に採集した黄ウナギ 12個体(ウナギＡ～L)中、8個体(ウナギ A～G)の体内に発信機

コード化ピンガー(V9-2L)を、また残りの 5個体(ウナギ H～L)の体内に加速度ピンガー(V9A-

2L)を埋め込み、宮崎県東臼杵郡美郷町渡川に設置した半自然的な実験池へ 2015年 7月 7日に

4個体(ウナギ A～D)、9月 24日に 8個体(ウナギ E～L)を放流した。池の中心とその 4隅には受



信機(VR2W)を 5台備え、それらの間に 4つの塩ビパイプを設置した。池の水温と発信機からの

音波の受信データを用いて、2016年 6月まで本種の行動を記録した。 

 上記の実験で得られたデータを用いて住み処の利用に関する位置情報を解析すると、ウナギ

C、D、Hの 3個体はそれぞれの追跡期間の 50％以上をパイプで過ごし、特定のパイプの利用

率は 65％を超えることが明らかとなった。また、ウナギ Bに関しては池中心部のはまり石の下

を巣にしたことが目視とデータ解析から明らかになった。これらの個体は特定の住み処に対す

る固執性を示したと考えられた。加速度発信機を装着した 5個体は、水温 15～26℃で計測上限

の加速度値を記録し、この水温帯が最大の活動度を示す適水温と考えられた。活動の季節性に

ついては、行動圏の広さと加速度値の両指標が夏に上がり、冬に下がる傾向が認められた。月

ごとの平均受信回数と平均行動面積において、負の相関が確認できた。すなわち、受診回数が

少ない場合、1回で動く面積は広く、また、受診回数が多い場合、1回で動く面積は狭くなる傾

向が示された。この結果は、池内で各個体が自分の行動範囲を重視し、さらには他の個体の行

動も意識しているのではないかと推察した。 

 

(2) 静岡県伊東市宇佐美 3河川における黄ウナギの生態： 2013年 5月 28日から 2015年 10月

28日までの各月 1回、静岡県伊東市の宇佐美湾に流れる烏川、伊東仲川、伊東宮川(以後、仲

川と宮川と表記する)の 3河川でニホンウナギの採集調査が静岡県水産技術研究所によって行わ

れた(烏川は 2014年 4月までの 1年間のみの採集データであった)。本調査にはエレクトリック

ショッカーが用いられ、ニホンウナギが採集された。この調査で得られたデータを使用し、本

研究では以下の結果を得た。 

 

① 3河川のシラスの採集個体数を年ごとに比較すると、2014年は 4～5月が多く、2015年は 2

～4月に多かった。また 3河川でシラスの加入量(烏川：201個体、仲川：165個体、宮川：30

個体)が明らかに異なっていた。クロコの体重が初夏頃のみに増加することから、クロコの成長

期間は初夏から夏までと考察した。また、シラスとクロコの春から夏の分布より、その期間は

河川を遡上する時期であった。 

 

② 2013年 5月から 2014年 4月までの 1年間での 3河川の採集個体数(計 1699個体)を比較す

ると、仲川 782個体(全体の 46%)と烏川 724個体(42.6%)で多く、宮川 193個体(11.4%)と少なか

った。また、2014年 5月から 2015年 10月までの 1年半での 2河川における採集個体数(計

2306個体)は、仲川が 2074個体(89.9%)と多く、宮川は 193個体(10.1%)と少なかった。この結

果から、近隣した河川でもニホンウナギの個体数に違いがあることが明らかとなった。 

 3河川の水温は伊東仲川、烏川、伊東宮川の順に高く、本種の採集数の多さも同じ順番であ

った。また、3河川全てで、月の平均水温と黄ウナギの採集数には正の相関(ポアソンの相関係

数、p < 0.05)が認められた。すなわち、どの河川においても、水温上昇にともない黄ウナギの

採集数も増加し、一方、水温低下とともに採集数も減少していた。 

 2013年 5月 28日から 2015年 10月 28日までの調査の解析の結果、体長 10cm以上の個体数

(本研究では黄ウナギと定義する)は、仲川が 1,871個体で、宮川が 333個体と、近隣した河川間

でも採集個体数に明瞭な違いがあった。また、仲川は 10cm以上で 15cm未満の個体、宮川は

40cm以上で 45cm未満の個体がそれぞれの河川内で最も個体数が多かった。各河川の性比を確

認すると、仲川は雄の割合が高く、宮川は雌の割合が高かった。さらに、耳石解析の結果か

ら、仲川の個体は成長が速く、6歳までの年齢が確認でき、宮川の個体は仲川よりも成長が遅



く、年齢も 12歳までの高齢個体を確認することができた。以上の結果と河川環境から、仲川は

三面護岸や堰があり、生息環境が限られるため、体サイズが小さく、雄が多い、また、宮川は

自然的な河川要素が残っているため、体サイズが大きく、雄が多いと推察した。河川環境によ

る性比と年齢の偏りは、本種の再生産に影響を及ぼすと考えた。宮川において 2015年 1月に河

川改修の工事が行われた。その影響により、その後の採集個体数は激減した。この結果から、

冬期の河川工事は、黄ウナギの生息数の減少に直接的な影響を及ぼすと推察した。 

 

③ 2014年 10月 20日から 2015年 10月 28日までに上記の 2河川で行われた養殖ウナギの放

流効果の解析を行った結果、養殖ウナギの再捕尾数(再捕率)は、放流後 1年間では 46尾(23％)

であった。しかし、このうち後半の半年間に限れば 17尾(8.5％)と低かった。同河川に生息する

天然のニホンウナギの肥満度は 4月から夏にかけて増加するのに対し、放流した養殖ウナギの

肥満度は終始、減少傾向が続いた。養殖ウナギの体色は、放流時の黒色状態が放流１年後でも

全く変わらなかった。これらの結果より、放流した養殖ウナギは 2河川において成長していな

いと考えた。また、養殖ウナギの移動に着目すると、放流直後に分散する傾向があり、その 

後、4個体が海を隔てた別河川で発見された。この結果から、養殖ウナギは天然のニホンウナ

ギに比べて移動率が高いと推察した。 

 

(3) まとめ： 静岡県伊東市宇佐美 3河川におけるニホンウナギの生態調査の結果から、同じ

宇佐美湾へ注ぐ隣接した 3河川でも、シラスの加入量や黄ウナギの個体数がそれぞれ異なって

いることが明らかとなった。さらには 2河川間で密度、体サイズ、性比に偏りが確認できた。

これらは、河川環境と競争により生じ、本種の生態的可塑性を示すものと考えた。 

 行動実験と生態調査の結果から、黄ウナギは春から夏までの水温が上昇するときに活発にな

り、肥満度を増し、成長することが明らかとなった。また、シラスからクロコへと成長する時

期も同様に水温上昇期であった。さらには、水温が 15 度を下回ると活動が鈍くなることも明

らかとなった。これは、ニホンウナギの生態的な一つの共通性であると考えた。 

 半自然池での行動実験により、各個体がそれぞれの行動圏を持ち、さらにはそれぞれの行動

の時間も持ち合わせていた。これらは各個体間で相互につり合いを保っているようではあった

が、それぞれの月で、時空間的に優先する個体が変化していた。このことから、半自然池の内

部では餌や時空間的な活用での競争があったと推察した。これらは、自然の河川でも同様のこ

とが起きており、この競争により、それぞれの生態が異なってくると考えた。 

 河川における黄ウナギの生態に関し、行動圏の重要性や高水温時の活動と成長が共通の事項

となり、河川環境や個体密度などでは、体サイズや成長、さらには性比などの生態学的特徴が

変化すると推察できた。これらの共通性と可塑性を考慮し、本種の保全や資源管理を再度、見

直す必要がある。 

 養殖ウナギの放流時期や場所については再検討が必要であると考えた。例えば、時期は春先

にし、それまでに天然の餌を自ずから捕まえられるように訓練すること、また、天然ウナギと

の競争が激しくならないと予想される場所への放流などが有効的ではないかと推察した。 

 冬期の河川工事は、活動を停止している黄ウナギの個体数に直接的な影響を及ぼすと推察す

る。そこで、この期間の河川工事には工夫が必要であろう。また、本種の活動期と成長期が春

から夏までであることを考慮すると、この期間の禁漁や漁獲の制限が本種の保全や資源管理へ

直接的に有効であると考えた。さらには河川環境により、ニホンウナギの生態が変化するとの

考察より、それぞれの河川に沿った保全の方策を考えることも必要であろう。  

 



(4) アウトリーチ活動： 3 年間で小学校の出前授業を 9件、中学校を 1件、高校を 12件、ま

た市民講座を 10件行い、ニホンウナギの不思議な生態(本研究の成果を含む)を紹介し、本種を

含む水圏の保全と修復の重要性を参加者と一緒に考えた。 
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